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Abstract
Nowadays a word of “IKEBANA” has been recognized all over the world like KABUKI and CHANOYU, and greeted 

with interest and respect. Although the deed of arranging flowers is common among people globally, only Japanese people 
have sought philosophical implications in arranging flowers, which lead to view of universe, or meaning of life, and IKE-
BANA has made unique development in Japanese culture. IKEBANA resembles cosmetics significantly. IKEBANA is an 
epitome of natural scenery, however, just bringing natural forests into house is not IKEBANA. Like cosmetics, human beings 
artificially arrange flowers and bring out the intrinsic beauty the flowers originally have. The hidden beauty of the well-
balanced curved branch is come out from strictly selecting and removing leaves from the thick branch. I would like to deliver 
the following two points; one is that IKEBANA is logic, another is that IKEBANA is philosophy.
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1.　は じ め に

いけばなは化粧とよく似ています。いけばなは，自然
の風景の縮図ですが，雑木林をそのまま家の中に持ち込
んでも，いけばなにはなりません。化粧をするように，
人間が手を加えて，その植物が本来持っている美しさを
際立たせます。鬱蒼と茂っている葉を厳選し，そぎ落と
すことによって，屈曲した枝ぶりといった隠された美を
見いだすのです。
海外の友人から日本について尋ねられたら，あなたは
どう答えますか。トヨタの改善をもって日本を語る方も
いれば，ゲームや漫画，アニメなどオタク文化で日本を
特徴づける方もいるでしょう。しかし，私ならこう答え
ます。「日本＝IKEBANA」と。

IKEBANAという言葉は，KABUKIや CHANOYUと
同じく，今や世界中で認知され，興味と尊敬の念を持っ
て迎えられます。花をいけるという行為は世界中にあり
ますが，日本人はそこに宇宙観や人生観といった哲学的
な意味合いまで見いだそうとし，いけばなは独自の発展
を遂げました。
明治以降いけばなは女子教育と結びつき，今ではすっ
かり女性の稽古事というイメージがあります。しかし，
女性が花をいける様子が浮世絵などに見られるのは江戸

時代後期頃からです。それまで，いけばなの担い手は専
ら男性でした。
一般のイメージとは相反するかもしれませんが，いけ
ばなにセンスは必要ありません。入門して最初に学ぶの
は「型」，すなわち先人が考案したいけばなの設計図で
す。この設計図どおりに花を組み立てていけば，誰にで
も美しい花がいけられます。いけばなは，気の向くまま
にフリーハンドで描く絵というよりも，設計図に従って
パーツを組み合わせるプラモデルに似ています。
日常生活の中で花に触れることが少なくなった現在，
ひょっとするといけばなを目にする機会は，女性より男
性のほうが多いかもしれません。出先の鉄道の駅で，接
待で訪れた料亭で，仕事帰りに寄った小料理屋など
で……。しかし，目にしたいけばなの感想を述べる男性
は滅多にいません。それだけに，適切なコメントを述べ
ることができれば，招待したお客さまにも，接待を受け
た相手にも，あるいは店の女将さんにも，深い印象を与
えることになります。
しかし，いけばなを知ることの最大の利点は，なんと
言っても「日本がわかる」ことです。家元の家系に生ま
れた私は，3歳から当代である祖父にいけばなの技を徹
底的に叩き込まれ，繰り返しくりかえし古典の型を学び
ました。一方，両親に「進路は自分で決めるもの」と育
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